
ブロイラーへの飼料用米多給技術の開発

目的：飼料自給率の向上、水田の有効活用のために

ブロイラーへの飼料用米多給技術を開発する

【成果１】 ：鶏に適した飼料用米の形状は？

（全粒の籾米と玄米、粉砕の籾米と玄米を配合飼料中のﾄｳﾓﾛｺｼと３０％代替）

○結論 ：全粒籾米が経済的に最も優れる

全粒玄米が発育性に最も優れる

【成果２】 ：配合飼料中のトウモロコシと代替可能な全粒籾米と
全粒玄米の最大割合は？

○結論 ： １００％（配合飼料中の６５％に相当）

○効果 ：飼料費が１２％減少、筋胃重量が１．５倍増加（全粒籾米）

生産性が１０％向上、オレイン酸割合が１２％増加（全粒玄米）

【成果３】 ：鶏に給餌可能な最長期間は？

○結論 ：飼育全期間（１～４９日齢〈出荷〉）

○効果 ：飼料費が４２％減少、筋胃重量が１．５倍増加（全粒籾米）

生産性が１０％向上、オレイン酸割合が１８％増加（全粒玄米）

ブロイラーには配合飼料中のトウモロコシ（６５％含有）の全量を
全粒籾米または全粒玄米で代替して飼育全期間給餌できる

〔試験の成果〕

○現在、但馬養鶏農協で飼料用米を試験的に給餌している

○今後、「飼料用米を活用した鶏卵・鶏肉ブランド化推進協議会」などを通じ

て普及を図る

〔今後の取り組み〕
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